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第１条（名称） 

本研究会は、「安全コンセプト記法 研究会（Safety Concept Notation Study Group）」

と称する。なお、略称を SCN-SGとする（以下、SCN-SGと記す）。 

 

第２条（目的） 

安全アーキテクチャを効果的・効率的に設計、分析、レビュー、共有、説明するため

の統一記法である Safety Concept Description Language（略称：SCDL）を世の中

に提供し、広く普及させることを目的とする。 

 

第３条（活動） 

本研究会は、前条の目的を達成するために次の活動を行う。 

（１）SCN-SG全体会議、SCN-SGステアリングコミッティ、SCN-SGサブワー

キンググループを開催する。 

（２）広報活動 

研究会の活動内容を、Web サイトやイベント開催などを通じて公開し周知

を図る。 

 

第４条（会員） 

本研究会は、第９条に定める会員資格を満たす者を会員とする。 

 

第５条（運営） 

本研究会は、SCN-SGステアリングコミッティ、事務局によりその運営にあたる。 

 

第６条（サブワーキンググループ）  

１．設立方法  

安全コンセプト記述言語 SCDL に関する特定のテーマについて詳細な検討、研

究が必要な場合、SCN-SGでの合意をもって本研究会にサブワーキンググループ

を設立できる。  

２．参加条件  

SCDLサブワーキンググループへの参加は、会員に限定する。  

取り扱うテーマの必要に応じて、サブワーキンググループ毎に妥当な範囲におい

て参加条件を定め、参加者を限定してもよいものとする。  

オブザーバ参加者の招聘はサブワーキンググループメンバの合意があれば可能



とする。  

３．サブワーキンググループ活動成果の公開  

サブワーキンググループは、成果物の開示範囲をサブワーキンググループの合意

によって決めることができる。 開示範囲は、サブワーキンググループ限定、会員

限定、一般公開のいずれかを指定するものとする。  

４．守秘義務  

サブワーキンググループに参加する会員は、サブワーキンググループにて知り得

た第６ 条３項の開示範囲に含まれない情報（成果物や資料）についての守秘義

務を負うものとする。 但し、公知の事実或いは他者から正当に知り得た情報を

除く。 本項の守秘義務は本会の退会後５年間有効とする。  

５．活動成果の知的財産権  

サブワーキンググループの会員からサブワーキンググループへ口頭または文書

により明示的に移譲された活動成果物の知的財産権は、SCN-SGに帰属するもの

とする。 

 

第７条（広報活動）  

１．広報方法  

事務局は、SCN-SG全体会議、SCN-SGステアリングコミッティ、サブワーキン

ググループでの活動内容を、Web サイトやイベント開催を通じて広く周知する。  

２ Webサイトの対応言語 

日本語と英語の両方を掲載する。 

 

第８条（他機関との連携）  

本研究会は、その目的に合致した他機関と連携する。連携する機関及び連携活動の内

容は、SCN-SG全体会議の議決をもって決定する。 

 

第９条（会員資格）  

１．会員資格の取得  

SCN-SGステアリングコミッティの議決をもって会への参加が認められた者。  

２．会員資格の維持  

SCN-SG全体会議、及びサブワーキンググループに参加し、本会の目的に応じた

活動に貢献または寄与することにより維持される。 

     会員は退会の届けを事務局に提出することにより退会できる。 

 

第１０条（会員情報の登録及び更新）  

１．会員情報の登録  

第 9 条の 1 項により本研究への入会が認められた者は、指定された書式により、

事務局へ登録申請すること。  

 



２．会員情報の更新  

会員は、登録情報に変更があり次第、登録情報の変更手続きをとること。  

３．会員登録名簿  

本研究会は、登録情報をもとに会員名簿を作成し維持するものとする。  

会員名簿は、事務局と SCN-SG ステアリングコミッティメンバーで共有および

管理し、当会の活動目的の範囲内において適法に用いるものとする。 

 

第１１条（会費及び参加費）  

会費及び参加費はこれを求めない。但し、イベント開催などにおいて協賛金を募るこ

とは可能なものとする 

 

第１２条（SCN-SG全体会議の招集）  

SCN-SG全体会議は、会員をもって組織し、SCN-SGステアリングコミッティが招集

する。  

 

第１３条（SCN-SG全体会議の議長）  

１．SCN-SG全体会議議長は、SCN-SG全体会議において決議が必要な議案が有る場

合に会議を進行し第１４条に従って決議をとりまとめるものとする。 

２．議長は、SCN-SGステアリングコミッティメンバーの中から 1名を選出する。た

だし、議長が必要な会議に参加できない場合には、議長がステアリングコミッテ

ィメンバーの中から 1名を議長代理として指名する。 

３．議長の任期は 1 年とする。議長は任期満了月の 3 か月前に新しい議長を選出す

る。 

 

第１４条（SCN-SGでの意思決定方法）  

１． SCN-SG全体に関わる事案 

SCN-SG の運営全体に関わる、または会の存続に影響を及ぼす事案に対しては、 

SCN-SG全体会議での採決により決定するものとする。 

緊急性がある事案に対しては電子的な手段（電子メールや投票システム）を 

用いてもよいものとする。 

議決は出席者の過半数をもって決定する。 

もし議決における可否が同数となった時は、議長の決するところによる。 

２． 運営及び事務に関わる事案 

SCN-SG の日々の運営に関わるものや事務的な事案に関しては、ステアリング

コミッティ内の合意を持って、判断および決定できることとする。 

本合意は、電子的な手段（電子メールや投票システム）を用いてもよいものと 

する。 

 

 



第１５条（サブワーキンググループの招集）  

開催方法  

サブワーキンググループは、会議形式にて、必要に応じて開催する。  

 

第１６条（事務局）  

１．定員  

若干名とする。  

２．選任方法  

事務局は、SCN-SGステアリングコミッティからの依頼により任じられるもの

とする。  

 

第１７条（議事録）  

SCN-SG、SCN-SGステアリングコミッティ、サブワーキンググループの議事につい

ては、各活動において議事録を作成し、それぞれの参加者の合意が得られたものを、

事務局が保管する。  

 

第１８条（情報の保管）  

事務局は、各活動における掲示板を準備し、各活動の情報は、それぞれの掲示板で保

管するものとする。  

 

第１９条（研究活動に対する報酬）  

本研究会の活動は原則、無報酬とする。 

但し、イベント開催により講演者を招聘する場合などは、都度 SCN-SGステアリン

グコミッティおよび事務局にて報酬の有無を協議できるものとする。 

  

第２０条（会則の変更）  

本会則は、SCN-SG全体会議の議決を経て変更できるものとする。  

ただし、SCN-SG ステアリングコミッティの判断により、次回 SCN-SG 全体会議ま

での期間に限り暫定的に変更した会則を適用することができるものとする。  

 

 

 


